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カ リフォルニアの養蜂 とポリネーション

EricC.MussenandRobbinW.Thorp

カリフォルニアは米国で3番目に大きい州

である.412,602km2に及ぶ面積に,山あり谷

あり,砂漠から海岸までの変化がある地域であ

る.養蜂家は蜂にとっての良い蜜源と薬害の危

険を最小にするような地域に蜂場を置こうとす

るが,養蜂収入のかなりの部分が花粉媒介業か

らくるので,この条件を満たすことは困難とい

える.さらに人口の増加が蜜源地域をせばめて

いる.カリフォルニアには全国の 10%の人口

が集中している.

カリフォルニア州の養蜂家のタイプは1-25

群を飼養する趣味養蜂家,26-350群の兼業養

蜂家,それ以上の商業養蜂家と3つに分けるこ

とができる.専業でやるには1000群以上を飼

うのが普通である.カリフォルニア州の趣味養

蜂家は2000人,兼業家が250人で,合わせて

5万群ほど,専業家は45万群を所有している.

晩冬期にはアーモンドの媒介に備えて 100万

群と倍増するが,全国の商業用蜂群の3分の1

がカリフォルニア州に集中するのである.

カリフォルニア州の養蜂家の収益は3つが

主要である.

1.野生植物,栽培植物からの流蜜が期待で

きる地域の養蜂場.1997年の-チミツ生産額

は2,205万 ドル,副産物である蜂ろうが239

万 ドルであった.

2.花粉媒介を要する農家に蜂を貸すのが,

最大額の4,827万 ドル (1997年)である.

3.女王蜂,パッケージビー,小群を養蜂家に

供給することで,約 1,332万 ドル (同年).

年額にはあまり大きな変化はないが,1997

年の合計は約 9千万 ドルであった.

ハチミツ

カリフォルニア州のハチミツ生産量は常に全

国のトップか,上位3位以内にあるが,これは

蜂群数が多いことによっており,群当たり生産

量は表 1のように4-36位といったところで

ある.

天候がハチミツ年産額に大きな影響を与え

る.カリフォルニア州は地中海性気候で夏の乾

表1 カリフォルニア州の-チミツ生産

年 生産高 総生産量 採蜜量/蜂群

千米 ドル t 米国内順位 kg 米国内順位

1998 23,157 16.977

1997 22,050 14.318

1996 22,932 12,409

1995 24,608 17,754

1994 12,240 10,909

1993 22,500 20,454

1992 16,375 14,314

1991 17,690 14,890

1990 10,886 9,164

1989 8,186 8,268
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煤 と湿潤な冬 とか らなる.雨のタイ ミングと量

が重要である.平均的な雨量の時は,群当たり

収量 は27kgと平均的である.干ばつ年では

15kgとなり, エルニーニ ョの影響で 4月まで

降雨が延びると,40kgに達する.

VansellandEckert(1941) によれば, カ

リフォルニア州の ミツパテが蜜源,花粉源,あ

るいは両方 に利用 している植物 は 150種 とし

ているが,現在でも大 きく変わってはいない.

12月か ら2月までは各種のユーカ リが咲 き,

カラシナ,ナズナ頬が補助蜜源 となる.暖冬の

場合には山地でウラシマツツジが咲 く. この時

は 10年に 1度程度の好況 となる. 最初の大 き

な流蜜は4-5月の柑橘類による. その後, セ

ージや野生のソバが重要 な蜜源植物 となり,5

月には採種用アルファルファが咲 くと媒介用に

移動を行 う.採蜜量には変動があるが湿潤年の

方が高い傾向を示 している.媒介に携わ らない

養蜂家は夏に向けて山地の野生植物の開花を追

って移動する.ただ し,花粉が ミツパテにとっ

表2 カリフォルニア州においてミツパテが花粉媒介する作物

花粉媒介要求性作物* 増産性作物**

果樹 アーモンド

アプリコット数品種

アボカド

キウィ

クリ

タンジェリン

タンジェロー

チェリー

プラム

プ ルーン

モモ数品種

洋ナシ数品種

バートレット種は

天候不良の年には

必要になる

ライチ

リンゴ大部分の品種

アプリコット

オリーブ

カキ

ベリー類

マカデミアナッツ

モモ

洋ナシ

リンゴ

飼料作物 アルファルファ ベッチ頬 クリムソンクローバー

アルサイククローバー ミヤコグサ

イガマメ ラジノクローバー

エジプトクローバー レッドクローバー

クラウンベッチ

野菜種子類 アスパラガス

アメリカボウフウ

カブ

カブキャベツ

カボチャ

カリフラワー

カンラン (コラード)

キャベツ

キュウリ

ケール

スイカ

スウェーデンカブ

セロリー ナス

タマネギ

ニラネギ (ネギ)

ニンジン

ハクサイ

パセリ

ブロッコリー

ペポカボチャ

マスタード

芽キャベツ

メロン規

フアイツシュ

果菜類 カボチャ メロン頬 :

キュウリ カンテロープ

ペポカボチャ スイカ

ハニーデューメロン

ペノレシャメロン

採油植物類 アマ

ナタネ

ヒマワリ

ベニバナ

*花粉交配がなければ生産ができない商業作物 **花粉交配によって生産性が向上する作物



て毒となるカリフォルニアトチノキは避ける.

カリフォルニア州北部の養蜂家は夏の乾燥期の

群の維持あるいは余蜜を得るために帰化植物で

あるヤグルマギクを利用する.中央部の農耕地

では蜂群をワ夕作地の傍に置く養蜂家がいる.

ワ夕は良い蜜源となるが,害虫防除のための殺

虫剤の危険が高い,9月には全ての主要蜜源は

終わり,越冬前の建勢のために雑草類の咲く地

域に移動してゆく.

カリフォルニア州のハチミツの色はライトア

ンバー (明コ-ク色)が大部分である.カリフ

ォルニアセージ蜜 (結晶しない)や,オレンジ

蜜の州内のプレミア価格は今や通用せず,卸値

には世界の流通価格が反映する.

蜂ろうは50kgの-チミツに対して 1kgの

生産量がある副産物である.大部分の峰ろうは

バルクでの卸価格取引に供されるか,養蜂器具

会社の巣礎との交換に使われる.

その他のミツパテ生産物を商業目的で採取す

る養蜂家はほとんどいないが,花粉は注目して

よい.一部の養蜂家は花粉を企業に販売してい

るものの,大部分は花粉欠乏期 (晩夏,秋,時

には初夏)への備えである.晩冬期に春のアー

モンドに備えて,補助花粉,代用花粉などを給

餌して蜂児生産の促進もよく行われる.ローヤ

ルゼリー,プロポリス,蜂毒の生産 ･取引は養

蜂産業にとって大きな意味をもっていない.

商業的花粉媒介 (ポ リネーション)

カリフォルニア州の農家はミツパテによる花

粉媒介が必要な作物を50種以上栽培している

(表 2).その総価格は42億 ドルとなり,養蜂生

産物収入の約40倍である.ただし, ミツバチ

が媒介した種子からの作物,アルファルファや

図 1 アーモンドの花を訪れたミツバチ

クローバーの消費に基づく肉類や酪農生産物を

考慮に入れれば,カリフォルニア州のミツパテ

は農業収入200億 ドルのほぼ半分に関係して

いることになる.

アーモンド

カリフォルニア州の花粉媒介で最大のものは

2月に,22.5万ヘクタールのアーモンドが咲く

時である(表 3).栽培農家は和合性の品種をほ

ぼ同時に咲かせなければならない (Thorp,

1979).その時にはミツバチが 1haに平均 4

群の割合で置かれている必要がある.受粉,受

精には天候が大きく影響する (Thorp,1996).

州内,州外からの養蜂家は秋のうちに蜂群を

近くに備えておく.彼らは2月めざして健康な

強群になるように,群の合同を含めて冬の問に

チェックを怠らない(Nasretalリ1990).2月

の第 1週から第2週にかけて,昼夜を問わず開

花に合わせて トラックが中部平野を駆けめぐ

る.1999年の賃貸料は1群平均41ドルであ

った.1果樹園での開花は4-6週間続き,その

後蜂群を引き上げる.移動は暖期には夜間に行

われることが多い.

衰3 カリフォルニア州のアーモンド生産

年 栽培面積(ha) ナッツ生産量(t) 生産総額(千米S)

1998 189,091

1997 189,545

1996 190,454

1995 186,818

1994 186.818

114,363 461,568

299,863 648,000

268,181 600,075

222,045 480,930

298,272 597,990
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アーモンド園に置かれた蜂群は殺虫剤にさら

されることはないのだが,近隣の農家が遅咲き

のものに散布することがある.処理された樹下

の雑草に触れた蜂はアーモンドに行きにくくな

る.また,開花終期にはアルファルファ畑はブ

ドウ園の殺虫剤との接触も問題となることがあ

る.果樹園内で問題を起こす可能性があるのは

抗カビ剤のキャブタン0で,処理された花粉を

大量に食べた幼虫が死んだり,成虫への変態が

阻害される.

ミツパテが使えない場合にそれに代わるポリ

ネークーの研究も行われてきた.数種の-ナバ

チ,特にOsmialignariaの有効性が示されて

いる (Torchio,1982;Torchioetal,1987).

しかし,カリフォルニア州のアーモンドの媒介

という巨大な需要を満たせるものはない.

アルファルファ

次いで大きな需要は採種用のアルファルファ

である (表4).アルファルファの媒介はセージ

や野生ソバの開花と同期するので,それらの流

蜜が大きいと養蜂家はそちらを好むことにな

る.賃貸料は28ドル前後で,1ha当たり6群

程度が一般的である.2.6km2のフィールドに

12-20群をセットで置き,また周囲にも配す

る.干し草を売る農家も種子の価格が高いとみ

れば,刈らずに1ha当たり10群見当のミツバ

チをっぎ込み,採種にあたる.

見識のある農家はよほど害がひどくなければ

殺虫剤は使わない.2000群ものミツバチを引

き上げ,また元に戻すということはできないの

で,開場に置いたままにされた採餌蜂は大きな

被害を被ることがある.このような場合にはき

れいな水を得るのが難しいこともあって,群勢

は急激に弱まることになる.多くの養蜂家は屋

根をっけた樽にきれいな水を溜めて, ミツバチ

を保護する.また殺虫剤散布後の数時間を,濡

らした麻布で巣門を覆い,-チが出ないように

することもある.夏には気温が45℃にもなる

のでこの処置は短時間に限られる. ミツバチは

巣箱から6.4km もの採餌範囲があるので,ア

ルファルファの誘引力が弱いような時には,各

所で使われている殺虫剤に接触することも多

い.アルファルファが済んだあとは,餌,水,

殺虫剤などに関して条件のよい地で,翌年のア

ーモンドに備える必要がある.

1960年代 にアルファルファハキ リバチ

(Megachilerotundata)についで,アルカリバ

チ (Nomiamelander)の利用がうまくいくよ

うになると,アルファルファの採種地はカリフ

ォルニア州 (特にサクラメント･バレー)から,

北西部諸州 (オレゴン,ワシントン,アイダホ,

ユタ,ネバダ北部など)へと移った.その時ま

では全国の 1/2を生産 していたが,その後は

1/3程度になっている.カリフォルニア州の生

産量の多くはサンノアキン･バレー南部のもの

で,開花期の長さ,収穫時期の好天などの好条

件に恵まれている.花粉収集量を高めてアルフ

ァルファなど各種作物に対する花粉媒介能をあ

げる試 みがなされてお り,Cordon etal.

(1995)の花粉貯蓄量を増やすような遺伝的改

良 や,蜂 児 フ ェ ロモ ンを利 用 す る方 法

(Pankiveta1.,1998)などがあげられる.

ウリ科作物類

ミツパテは長期にわたってウリ科作物のポリ

ネーションに利用されている.カリフォルニア

州南部では,メロン,ペポカボチャ,カボチャ

類が晩秋,早春に栽培されている.北部ではこ

れらの作物が夏中の栽培となる.栽培面積は上

表4 カリフォルニア州のアルファルファ種子生産

年 栽培面積(ha) 種子生産量(t) 生産総額(干米ドル)

1998 28,277

1997 22,090

1996 20,772

1995 20,181

1994 15,773

28.277 43,892

12,867 46,006

12,074 36,390

10,907 32,440

ll,530 32,997



記の作物類に比べて小さく,賃貸料も安い. 1

ha当たり6群 までが普通で (Mussenand

Thorp,1997), その作物の後には養生の必要

があることもアルファルファの場合と共通であ

る.これらの作物は花粉が少なく,ミツバチに

は大きすぎ,また花蜜量も非常に少ない.

その他の作物

コーネル大学の Robinsonetal.(1989)の

報告では,作物の花粉媒介の72% はカリフォ

ルニア州で行われているという.ハナバチを必

要とする作物は,キウイ (Thorp,1994)のよ

うに栽培面積が大きくないものが多い.カリフ

ォルニア州の農家は全国に,また世界に野菜類

の種子を供給しているが,その栽培地域は各地

に散らばっている.これらの作物は必ずしもミ

ツパテにばかり依存しているわけではなく,マ

ル-ナバチや多種類の単独性のポリネ一夕ーも

また利用されている (PimenteletalH1997).

ミツバチ以外のポリネ一夕ー

アルファルファ-キリバチ (前出)はたまた

ま持ち込まれた外来種で,アルファルファに有

用である.カリフォルニア州では夏を中心に,

年に数世代出現する.既存の穴を利用して営巣

し,人工的に穴をあけた板,ストロー,段ボー

ルなども利用する.葉や花弁を切り取って指抜

き状の巣部屋を作り,花粉を詰めて卵を産みつ

ける.1960年代に発達した飼養技術では,鍾

冬巣からの第 1世代はよいが,その後世代の個

体数は急減した.これは,夏が暑いことにもよ

るが,原因不明の幼虫期の高い死亡率が大きな

要因である.太平洋岸北西諸州やカナダ南西部

では,寄生蜂,甲虫類,なかんづくチョーク病

菌などによるいくっかの波はあったが,現在で

もアルファルファ-キリ/ヾチ産業が根づいてい

る.1990年代の初期にサンノアキン･バレー

に再導入されて,ミツバチと混用されており,

特にミツバチでうまくいかない地域で,補助的

に用いられる.カリフォルニア州の条件では現

在でも繁殖は不十分で,毎年上記の地域からの

5

再導入が必要である.

アルカリバチは北米西部の種で,土壌条件が

良ければ集団で生息する.夏期に1世代以上出

覗,外来作物であるアルファルファの花蜜 ･花

粉によく適応 している.人工的な営巣床が

1950年代後半に開発されて今でも太平洋岸北

西諸州で使われている.カリフォルニア州でも

1960年代に試みられたが,原因不明で個体数

が伸びず,近年では商業的には使われていな

い.

アオツツハナパテ (Osmialignaria)も北米

原産で,0.I.lignaria(東部),0.i.propinqua

(西部)の2亜種からなっており,成虫は早春

に出現する.近縁のハキリパテと同様に空洞に

営巣する性質をもっているので,人工的に穴を

あけた板や,ストローも営巣場所となる.異な

る点は巣のしきりを泥で作ることと,年 1化性

であることである.主としてユタ州など山間諸

州で,リンゴ,オウトウなどの果樹のポリネー

ションに使われている.カリフォルニア州のア

ーモンドでのテスト結果も非常に有効であった

が,個体数の確保や短い開花期間での繁殖が不

十分なところが欠点である.

Bombusoccidentalis(マル-ナバチの一種)

の商業的利用はカリフォルニア州のワトソンビ

ル周辺で,温室作物 (特にトマト)で始まった.

これらの作物の高い経済価値,人手による受粉

経費や,新技術がマル-ナバチの世界的貿易を

もたらした.中央ヨーロッパ,ニュージーラン

ド,イスラエルなどでは,B.terrestris(セイヨ

ウオオマルハナバチ)の周年飼育が可能であ

る.この種はカナダ,アメリカには輸入できな

いので,飼育技術を輸入して在来種に適用され

た.温室 トマトに加えて,B.occidentalisは,

クランベリー,ブルーベリー,アーモンドに適

用され,有用である.群の構成個体数が小さい

こと,価格が高いことが問題点である.アメリ

カ北東部のB. impatiensも利用可能である.

B.occidantalisがノゼマ病の問題があるため,

これに代わって北アメリカ (カリフォルニア州

も含む)に広がっている.その他の在来マル-

ナパテも商業的価値を持ちうると思われる,



図2 女王蜂の養成

女王蜂と計 り蜂の生産

商業養蜂家は定期的に蜂群の状態を知るため

個体数をチェックする.標準を下回っていた

り,防御的過ぎるようであれば,女王蜂を更新

するのが普通である.旧女王蜂を取り除き,変

成王台を作らせるようにすればよい.しかしな

がら,多くの養蜂家は,特定の女王蜂養成家か

ら何年もかけて望ましい性質を選択されたもの

を入れる傾向がある.アメリカの女王蜂生産の

半数はアフリカ蜂化ミツバチの影響のない北カ

リフォルニアで生産されている (Laidlawand

Page,1997).

寄生生物,病気,殺虫剤の混入や,飢餓など

の管理不良はいずれも,蜂群の損失につなが

る.別の強群を分ければ補いがつくが,多数の

群が必要な場合には,養成家から t言十り蜂"を

購入する.これは,1-2kgの働き蜂に1-2匹

の女王蜂と糖液をそれぞれ別のかごに入れて,

網かごに詰めたものである.計り蜂はトラック

か飛行機で,地元のあるいは外国の養蜂家に届

けられる.養成家は検疫上の制限や証明書の内

容を熟知し,法律に従わねばならない.

女王蜂や計り蜂の生産は3月に始まる.その

頃には一般的な蜂群では,糖液や花粉 (代替物)

を奨励給餌することで,蜂児特に,雄蜂用の巣

礎を入れて雄蜂を作るようにしている.間もな

く王台に幼虫を移虫して,交尾用の小群を整え

る.交尾用の群のサイズ,形,-チの数は色々

である.時には,普通の巣箱の中で交尾用小群

サイズの蜂児巣板を作って足すこともある.い

ずれも小型の巣板を十分量の働き蜂が覆うよう

にして,女王蜂への給餌や温度が良い条件にす

るのである.交尾後,その先の女王蜂更新に備

えて十分量の産卵を見届ける.

養成用女王蜂のいる群から,1日齢の幼虫を

(ろう, またはプラスチック製の)王台に移虫

し,養成群に戻す.一部の養成家は空の王台に

移虫する方法に代えて,ローヤルゼリーの溜ま

った王台に移虫する tt2回移虫"法を行ってい

る.養成群は同じものを用いる場合もあり,別

の群に預ける場合もある.養成家は羽化予定日

の前日に群から王台を取り出して,インキュベ

ータに保温したのち,翌日に交尾用小群に入れ

る.天気が許せば約2週間内に交尾 ･産卵を始

める.その時点で,女王蜂を取り出し,次の王

台を入れるようにする.

女王蜂だけを販売する場合は,王かごに同じ

群からの6匹の働き蜂と,クィーンキャンデー

をっける.このキャンデーは柔らかいがべとつ

かない組成が工夫されている.計り蜂につける

女王蜂は網かごに1匹だけをいれ,網越しに餌

を受け取るようにする.数群から集められ,計

りわけられた働き蜂は,購買者への輸送中に女

王蜂に慣れる.計り蜂が到着すると,養蜂家は

餌容器を外し,女王蜂をケージから出し,何枚

か巣板を抜いた巣箱に蜂を振るい落とし,女王

蜂を入れて巣板を戻し,蓋をする.2日後には

産卵が始まり,急速に群が出来上がってゆく.

蜂群管理の要点

カリフォルニア州の養蜂家の問題は世界と共

通している.作物栽培農家,害虫管理アドバイ

ザー,殺虫剤施用者と養蜂家とは互いに良い関

係にあるが,それでも殺虫剤が頻用される地域

でのポリネーションでは,被害が起こる.毎年

10%程度の群が損失を受けると推定されてい

る.初期であれば補いもつくが,シーズンの終

わりにそれが起こると,翌年のアーモンドのポ

リネーションに響くことになる.

気管につくアカリンダニ (Acarapiswoodi)



とミツバチへギイタダニ (Varroajacobsoni)

とがカリフォルニア州に侵入して以来,生産が

落ち,コロニーの損失が起こった.ダニ感染初

期の規制は,その広がりを遅らせたはずである

が,ポリネーション用に移動する群数は莫大

で,急速に広がっていった.養蜂家は植物性の

ショートニング1に対 して2.5倍の砂糖を加

えた"グリースパテMを使って, アカリンダニ

の感染を経済的閥値以下に抑えている.しか

し,時には被害がおきて,治療のためメントー

ルが用いられる.

バロアダニは米国の蜂群に大きな被害を与え

ている.多数のダニによる直接の寄生と,恐ら

くダニがウイルス病のベクターとなって,養蜂

業者も趣味養蜂家も群を失っている.野生群は

見られなくなってしまった.典型的な tt寄生ダ

ニ症候群"は t-麹奇形ウイルス"による廻の縮

れである.養蜂家はフルバリネ-ト製剤をしみ

込ませたプラスチック片 (アビスタン⑧)で対

処している.最悪の時期 (1995-96)には,再

感染を防ぐために年に3回の処理をしなくて

はならなかった.最近では害は落ちついてきた

が,フルバリネ-ト抵抗性のダニが現れつつあ

る.別の殺ダニ剤 (クマフオス)をしませたも

の (チェックマイト⑳) も一時的に用いられて

いるが,これに対する抵抗性も出るであろう.

バロアダニに対する遺伝的な抵抗性あるいは耐

性をもつ系統が見っかって利用できる日を期待

したい.

アメリカ腐姐病 (AFB), ヨーロッパ腐姐病

(EFB),チョーク病,各種のウイルス病などの

感染症はあまり大きな問題ではなくなってい

る.40年以上にわたってオキシテトラサイク

リン塩酸塩 (テラマイシン⑧)がAFB,EFBの

チェックに使われており,米Egのみならず世界

中で耐性菌が出現し,これに対しては登録され

た良い抗生物質がない.AFB抵抗性のミツ/ヾ

チの選択が将来への解決法であろう.

限られた地域に多数の蜂群があるので,人々

との接触は避けられない.ある人は蜜巣板を

2,3枚,時には全部,また一部の蜂や時には巣

箱ごと持ち去るようなこともあり,巣箱をひっ
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くり返したり,穴を開けたりすることもする.

アーモンドが咲く前の数週間には泥棒が問題と

なる.アーモンド栽培農家はハチを運び込むと

賃貸料の半分,運び出す時に残りを支払うこと

が多いが,-チ泥棒は他人の蜂を果樹園に運び

込んで半額を受け取り,2度と現れないのであ

る.巣箱には所有者名や電話,州からの証明番

号などを書いてあることが多いので,やがて戻

ってくることが多い.

野生動物も問題になることがある.冬にはネ

ズミが入り込んで,巣板に穴をあけて巣作りを

することがある.スカンクは夜に来て巣門で引

っ掻き音をたて,出てきたハチを食う.毎晩同

じ群を襲うので,全滅することもある.別の動

物は交尾用の小型巣箱をひっくり返して中の餌

容器からこぼれる糖液を飲む.キツツキが巣箱

に穴をあけて中のハチを食う.しかし,クマが

一番の大敵である.電気フェンスや高い台に乗

せて近寄れないようにしておかなければ,巣箱

を壊して蜂児や蜜の巣板を食ってしまう.一度

味を覚えると,防ぐのは非常に困難となる.ま

た,自然保護の動きの中で害獣防除許可を得る

のが困難になっている.時には自然保護関係者

が協力することもあるが,彼らは捕獲後に印を

つけて,より害のない地域に放してやるのであ

る.

カリフォルニア州の養蜂家にとって,特にこ

れから飼おうという時に最大の難問は,養蜂場

を見つけることであろう.養蜂家は tt積み荷"

単位で-チを飼っている.所有するトラック一

台の積み荷にできる単位で,100箱余りが普通

である.これが 1か所の養蜂場を要するので,

図3 トラックに蜂群を積み込む養蜂家
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2000群をもつ養蜂家は,ポリネーション期以

外には20か所の養蜂場が必要となる.採蜜用

にこの他に15-20か所がいる.これらの場

合,養蜂家はその土地の所有者か,公共の土地

であれば監督官庁に許可を得なければならな

い.地主によってはハチミツと交換でよいこと

もあり,賃貸料をとることもある.公用地の場

合には,昔は許可だけでよかったが,賃借料が

必要となり,現在では公用地での外来生物を制

限する Il保護努力"がなされるようになってい

る.カリフォルニア州南部にアフリカ蜂化ミツ

バチが広がるようになると,蜂刺症に対する恐

怖感が非常に高まっている.このミツバチは年

に80kmの速度で北西へと広がっており,す

ぐには止まる気配がない.

カリフォルニア州における養蜂は自律を目指

す人々にとっで恰好の職業である.アウトドア

の職業であるから,極端な天候,寒暑,泥地,

泥道,自分で管理できない外来の難関 (外敵,

殺虫剤,ほか)に直面する.大部分の養蜂家は

好きだからこその職業で,投資に対する収益が

あるからという理由ではない.幸いなことに,

私たちの社会では徹底した個人主義者が残って

おり,彼らが,ポリネーションに依存している

私たちの日々の食料の3分の1(果実や野菜

類)を確保してくれているのである.

(翻訳 松香 光夫 著者の住所は下記参照)
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TheStateofCaliforniaisaboutthesamesize

asJapan. TenpercentoftheUnitedStates

population(about1/4thatofJapan)livesin

Californla,predominantlyinthecoastalreglOnS.

TheremainingmountainandvalleyreglOnSare

usedbybeekeepers. ThemountalnSprovide

areasforproducinghoney,bulldlnguPCOlonies

depletedbyuseincroppollinationorforover

wintering above the valley fog. Thelarge

valleysareareasofintensive,irrlgatedagrlCuト

ture. Californiabeekeepersearnthelrlivings

byproducinghoneyfrom wildflowersandagrl-

culturalcrops,byrentingbeesforcroppollina-

tion,andbyrearingqueensandbulkbeesfor

saletootherbeekeepers. Ofthenearly$50

millionearnedannuallybyCaliforniabeekeep-

ers,about32% isfrom honeyand beeswax

production,54% from crop pollination.and

14%fromqueensandbulkbees,Beekeepingis

highlymigratoryinCaliforniaandfindingsafe

locationswlthadequatebeeforageisdifficult.

Pesticlde poisoning,Varroa mites,American

foulbrooddisease,trachealmitesandlow bulk

honeypricesarethebeekeepers-mostdifficult

problems.


